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【はじめに】一般的に母指対立運動は,母指の回内,屈曲,および掌側外転の複合であり,つまみ動作において

重要と考えられている.また,手根管症候群において,母指回内角度の低下は,ﾋﾟﾝﾁ力および対立動作の低下と

相関することが明らかになっている.一方,我々はﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾞﾆｵﾒｰﾀを用いた母指回内角度測定法を考案し,高い

検者内信頼性および 3 軸角速度計との相関を得ている.しかし,検者間での測定誤差の影響については明らか

になっておらず,普及化されていない.本法における検者間の高い信頼性を検証することは,手根管症候群に

よる運動麻痺の経時的評価法として多施設で活用できる可能性がある. 

【目的】ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾞﾆｵﾒｰﾀを用いた母指回内角度測定法の検者間信頼性について検討すること. 

【方法】被検者は,手指の外傷を有していない健常成人 5 名の両側母指であり,検者は 2 名 (検者 A,B) とし

た.検者の作業療法士の経験年数は,検者 A が 12 年,検者 B が 4 年であった.測定には伊藤超短波社製のﾃﾞｼﾞﾀ

ﾙｺﾞﾆｵﾒｰﾀ (easy angle®) を使用し,第一中手骨背側に貼付した splint 材を指標に,母指回内角度の測定を実

施した.また,検者は,それぞれ 20 分程度の測定練習後に測定を開始した.被検者には,机上に前腕回外位,手

関節掌背屈中間位,示指から小指の MP,PIP,および DIP 関節伸展 0 度で固定し,母指最大橈側外転位から最大

掌側外転位まで自動運動を行わせた.なお,運動開始から終了までの角度変化を,対立動作時の母指回内角度

としており,各 3 回の測定後に,平均値を算出した.統計解析には SPSS ver.25.0 を使用し,級内相関係数 

(ICC) を用いて,本法における検者間信頼性 ICC (2,1) を算出しており,有意水準は 5%未満とした.本研究は,

対象者に研究内容を口頭および書面にて説明した後,同意を得て開始した. 

【結果】対立時の母指回内角度の平均値は,検者 A が 19.7 ± 3.7 度,検者 B が 19.2 ± 4.3 度で,ICC (2,1) 

は 0.97 であった． 

【考察】本研究の結果より,母指回内角度測定法は,高い検者間信頼性を得られることが明らかとなった.その

要因として,外観からは観察困難な第一中手骨背面に splint 材を貼付したことで,測定指標が明確化され,移

動軸を正確に追跡出来たためと考えられる.また,本法は,作業療法士が普段から行なっているｺﾞﾆｵﾒｰﾀを用い

た関節可動域測定法に近似しているため,検者の経験年数に関わらず,短時間で習得出来る可能性がある.本

研究の結果から,ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾞﾆｵﾒｰﾀを用いた母指回内角度測定法は高い検者間信頼性が得られたことから,今後,

手根管症候群による運動麻痺の経時的評価法として活用できる可能性があり,疾患の特異的な機能評価およ

び多施設研究に汎用できる可能性が示唆された. 
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